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か
え
ざ
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
內
外
不
況
の
深
刻
化
と
と
も
に
、

「

中
小
炎
業
の
危
機」

は
い
ま
ま
で
.と
は
格
段
の
深
さ
と
ひ
ろ
が
り
を 

も
つ
て
き
た
よ
ぅ
で
あ
る
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何
も
中
小
企
業
の
危
機
が
年
末
か
ら
三
月
に
か
け
て
季
節
的
に
や
つ
て
き
て
は
過
ぎ
去
、る
七
い
ぅ
よ
ぅ
な
も
の
で
な
い
之
と
は
い
ぅ
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で
も
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し
わ
公
せ」

さ
れ
た
構
造
的
危
機
が
ま
ナ
ま
す
深
刻
化
し
.て
き
て
お
'
 

そ
れ
が
十
一
一
月
の
決
濟
期
、
な
ら
び
に
年
末
救
濟
融
資
の
期
..：
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五
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)

か
.ら
、
何
も
細
ら
な
い
家
族
の
前
で
、
やA
醫
者
め
テ
づ
カ
ン
フ
ル
注
射
以
上
の
紉
难
は
な
い
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
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次
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か
ら
、
ま'ず
中
小
命
業
、
• #
-
に
中
小
エ
業
を
中
心
と
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て
そ
の
危
機
の
實
態
を
分
析
し
て
み
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小
企
業
の
開
•
驄業

！
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；

£
’わ
ば
亂
生
.
死
亡
率
の
銃
計
を
，み
る
と
_次
.の
よ
ぅ
な
こ
と
が
わ
が
.る
。

.

，

.

〈

註)

浚
料
は
中
j
小
<

.o
h

業
廳

「

中
小
“企
業
事
業
f

薇
業
狀
況
調
査

」

，勞

働

省

滁

業

貧

淀

局

•
小
企
業
事
業
所
開
駿
業
狀
況
調
査

」

•

に
よ
る
。

_

,

.

.

.

. 

.

. 

.

.

. 

ニ— 

：.
'
.■.'
-
.へ
.

.

.

.

1:

.

.

.

.

.

.

.

:

.

•- . 

: 
.

 

.

.

.

. 

:

’

;•
. 

.'v
v 

'

-

V

.

.

.

..
'

.

.

.

 

-
-

'.
.
.
•
•'
;

.

'

. 

• 

- 

V
.

 

.

.

• 

- 

.
• 

.

.

. 

.

.
 
.
.
.
.
.

る
。

.

 

：
'

 

‘

V
 

:
 

• 

' 

へ

-

2
. 

-
 

-
 
X
.
- 

 ̂
-

■.■:
;

.

 ̂

 ̂

て
，
'

.

:.'
■
••
.

-

:

;;
'

V

;
:
:
:
:
5

-.
;:>

H

^

 

•
,廢
業
.

f

 J

:

M

W::-
'

_

£

_

#

」

：>
:

(

^

_

l

j

^

^

t

^

»:
^ ̂

.
へ
へ
：

\

 

、

.

こ
こ
で
-
注
意
せ
ね
ば
か
ら
ぬ
點
ぱ
右
の

'

調
‘

查

は

「
决
業
保
險
法

」

に
よ
名
屆
出
義
務
者
の
屑
出
件
數
に
對
象
を
限
定
し
て
い
る
の
で
、
同
法
に
よ
.り
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末
滿
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は
こ
れ
ら
零
細
經
營
で
最
も
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だ
し
い
、の
で
あ
石
か
ら
、
開

•
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率
の
實
際
よ
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し
く
內
輪
に
な
っ
て
い
る
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ま
ず
、
月
別
の
平
均
開
•
廢
業
率
を
ハ
ヰ
申
^ '

換
箕
し
て
み
る
と
全
產
業
に
お
け
，る
五
人
以
上
一一

百
人
朱
滿
の
中
小
企
業
の
開
業
率
は

厂
.
21
:
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.五

薄

»
顏

§;」

、
お

岑
_

人
以
^

1

^

上
.一.音
火
未
滿
の：

咿
企
業
に
知
い
.ズ
は
開
業
率
。三
，，四

$

廢
業
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と
ろ
雲
產
寒
製
造
藥
と
其
他
產
業
セ
ぬ
分
け
ボ
比
較
し
ズ 
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•八
、
'其
他
產
業(

こ
の
中
で
は
商
業
が
最
も
多
い)

に
お
好
る
開
業
率
四
バ
七
名
、
廢
業
率J
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^
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あ
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け
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九
沴
、
中
工
場
に
お
げ
る
開
業
*

一
 

•四
%

、

廢

業

率

一

，
六

で̂
あ
っ
て
小
工
場
と
中
工
場
と
で
は
：

「
質」

'

的
差
異
を
思
わ
せ
る
ょ
う
が
開
き
を
示
し
て
い
る
。
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•
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、
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' 

っ
ま
り
全
產
業
に
お
け
る
增
減
率
の
犬
、き
さ
、
■さ
ら
に
工
業
に
，お
け
る
そ
れ
の
特
に
は
げ
し
い
こ
と
、
を
規
定
し
て
い
る
极
本
原
因
は
ぐ
-;
'

.
實
は
、
，五
人
，以
上
三
太
人
未
滿
の
小
エ
場
へ
そ
め
多
ぐ
が
い
わ
ゆ
る「

~町
1
場」

)

‘ち
お
け
る
お
ど
ろ
く
べ
き
出
生
•
死

亡

、率

の

高

さ

.
に

あ
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. 

.る
と
い
タ
べ
.ぎ
で
あ
つ
て
、
•實
に
小
工
場
に
•お
い
て
は
西
軒
の
中
、

ー
年
間
に
約
三
册
が
倒
れ
ハ
約
八
軒
が
新
し
く
生
れ
る
，と
い
う
こ
と 

に
な
る
。
廢
業
件
數
は
必
ず
し
も
全
部
於
倒
產
に
ょ
る
も
、の
で
，ば
な
.い
が
、へ
そ
の
大
部
分
が
業
鎮
惡
化
の
た
め
廢
業
し
た
も
9
と
推
定
さ
:-
:
' 

れ
る
。
者
た
開
業
も
プ
度
廢
業
し
た
,4
の
が
別
な
他
の
事
業
忆
轉
換
し
て
開
業
件
數
に
加
わ
る
も
の
も
多
い
實
禮
あ
る
か
ら
、
開
業
啤
.■.
•
.

 

を
そ
の
ま
ま
新
規
企
業
の
出
生
と
の
み
み
る
こ
と
は
壯
來
ず
、
從
っ
'T
眞
の
出
生
率
.は
開
業
率
を
遙
か
に
下
廻
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ノ
■
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廢
業
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と
開
業
率
の
開
き
を
み
れ
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§
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率
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高
V
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と
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れ
る
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の 

中
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業(

開
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率
三•

八
}T

廢
業
率」
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一，
^
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'

ょ
り
開
•，
廢
業
率
は
何
れ
も
高
く
、
•小
規
模
の
も
の
ほ
ど
開•

廢
業
雖
が
扃
い
と
い
'
.
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こ
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气
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皆

中
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罷
數
字
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其
f
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中
f
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農
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と
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業f
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低
く
、
讓

率
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は
髙
い
o
こ
の
こ
と
は
工
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に
お
い
て
は
こ
の
.當
時
、
商
業
其
他
に
比
し
て
そ
0
不
況
が
.特

に

ひ

ど

‘い

こ

*>
1
を
示
し
て
_い
る
が
ヽ
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こ
の
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,

き
は
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業
內
部
で
，の
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..エ
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と
の
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玲
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な
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ぬ
ょ
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な
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さ
で
あ
る
か
ら
、
中H
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：
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^
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上
昇
，を
示
し
、
•
同
年
十
こ
月
に
は
〇

*

一
%

の
最
谪
ピ

I

I
に
達
し
翌
年
正
月
に
は
〇

•

一
九
^

の
*

低
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落
つ
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、
二
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、
三
月
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月
の
〇
}
• r

七
^

を
ニ
つ
の
ピ

ー

ク
と
し
て
、

、チ
ダ
ザ
ク
し
た

力
： -

ブ
を
描
い
て
い
る
が
、
年
末
は
む
し
ろ
低
い
。.

、

其
他
產
業
に
ウ
い
て

'%
小
企
業
の
廢
業
率
は
ニ
十
六
年
七
月
，及

*ひ
十
丨
士
一
月
に
ピ
，

1

ク
を
示
し
て
小
工
場
と
似
た
力
ー
ブ
を
描
い
て

.
：
. 

い
る
が
、
.
中
企
業
の
そ
れ
は
二
十
六
年
七
月
を
。ヒ

i

>
と
し
て
其
後
ジ
グ
ザ
ク

•

コ
I

ス
を
迪
つ
て

お

り
年
末
は
む
し
ろ
賅
い
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の
こ
と
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^
業
と
他
の
產
業
の
區
別
ょ
り
、
小
規
模
と
中
規
模
の
區
別
の
方
が
意
味
の
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
さ
ら
に
年
末
ひ
ど
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い
う
こ
•と

が

疆
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る
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丨
月
の
ピ
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で
は
機
械
工
業
の
廢
業
件
數
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開
業
を
上
.廻
り
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化
學
エ
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い
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。
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月
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い
る
。
四
月
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は
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ゆ
る
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三
月
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の
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れ
と
も
み
る
こ
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が
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つ
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を
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ろ
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右
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运
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融
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\ ‘貸出總金額 め.多..中小企 
業•貸出め比 
率C涔）：

货出先數
める:中小企 
業貸叫先數 
の比率(多）

十二大银行 10,诹7億圓 20.4̂ 266,866 90.9̂、

舊特A銀行‘2,990偉圓 ’ 9.6̂ ,45,564• ： 87.6̂
地 方 銀 行 5,1印億圓 48.7̂ 44̂,598 •96.6̂
信 託 銀 fx 1,115億阊 ； 9.0̂ :12,034 i 67,妙 '
1合 ：計 .20,182億圓‘ 25.4̂ 771,057 1 93.6̂
中小企業癘編「中小企業金融j ‘28年*1月下知號財收

帘中銀行貨高趑高中に占める中小企業_ 出の割合の推移
-------：-------J：____:■-， ' - • : •へ.… -.. - - > ノ ■' •；■ i ^  - . . . •

年月 總 領 中小企業(割合多） ,大 企 • 業

、8,6骀億圓 メ,762億 圓 * '民921缚圓

25. 9 100 ( 100. (31.8%) 100 '
,12 113 112 (31.3%) 1X4
26. 3 121 1X8 (31.0%)ン 128
l：；：M'r か.::5 X25 C28.1̂) X49

9 .161 ,132, (26,1涔) 176 .
12 " 176/ (24.2 涔） 189 /

27. 3 丄 191：* X52 .(25•妙 ） 210.
‘4 192 . 163. (25.4%) く 210
5 202 ― 163 (24.4 涔） 224
C ' ,' 209. ‘, 1G0 (24.4%) . 231
.7 ,213 165 (24•妙 ) ” 226
8, ' ‘ 1 . ,221 .174 (24•妙 )

1&199億圓 4796億 圓 , 14,403億圓

宁小企業廳r中小企業關係統計_料、集」P168 '

全國銀行融資雜高中t与める中小企業貸出の割合'、,
 ̂(27年妒月末現在） 、
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と
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